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議
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平
成
30
年
2
月
6
日
（
火
）
新
し
く
ス
タ
ー
ト
し
た
伊
仙
町
議
会
。

初
議
会
を
終
え
、
議
場
に
て
美
島
議
長
、
福
留
副
議
長
を
中
心
に
記
念
撮
影
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議
長
就
任
の
ご
挨
拶

　

町
民
並
び
に
議
会
だ
よ
り
を
ご
覧
の
皆

様
、
毎
日
の
お
仕
事
お
疲
れ
様
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

ま
た
、
平
素
よ
り
議
会
に
対
す
る
温
か
い

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

今
回
、
平
成
30
年
１
月
28
日
執
行
の
伊
仙

町
議
会
議
員
選
挙
に
お
い
て
、
６
期
目
の
当

選
を
果
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

２
月
６
日
（
火
）
の
「
平
成
30
年
第
１
回
伊

仙
町
議
会
臨
時
会
」
に
お
き
ま
し
て
、
議
長

と
い
う
重
責
を
担
う
こ
と
と
な
り
、
二
重
の

喜
び
と
共
に
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご

ざ
い
ま
す
。
諸
先
輩
方
の
意
志
を
引
き
継

ぎ
、
歴
史
あ
る
伊
仙
町
議
会
の
さ
ら
な
る
発

展
と
議
会
改
革
に
誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
参

る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
私
た
ち
町
村
議
会
に
与
え
ら
れ
た

役
割
は
、
地
方
分
権
時
代
に
入
り
、
多
様
化

し
て
い
る
時
代
の
流
れ
に
遅
れ
を
と
ら
な
い

活
発
な
議
論
と
議
会
人
と
し
て
の
活
動
の
場

を
広
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

地
方
創
生
に
お
け
る
町
村
議
会
の
対
応

や
、
そ
の
取
り
組
み
は
重
要
な
課
題
で
あ
り

ま
す
。

　

人
口
減
少
社
会
、
高
齢
化
社
会
に
あ
っ

て
、
地
域
住
民
に
寄
り
添
い
な
が
ら
様
々
な

課
題
に
迅
速
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
小
回
り
の
利
く
自
治
体
と
し
て
、
伊
仙

町
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
住
民
活
動
を

尊
重
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
さ

ら
に
、
必
要
に
応
じ
て
速
や
か
に
手
を
差
し

の
べ
る
こ
と
が
で
き
る
距
離
で
、
強
力
に
支

援
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
議
会
と
し
て
努

力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
伊
仙
町
の
財
政
状
況
を
注
視
し
な

が
ら
財
政
改
革
に
も
し
っ
か
り
と
意
見
を
述

べ
、
「
監
視
」
と
「
チ
ェ
ッ
ク
」
を
怠
る
こ

と
な
く
伊
仙
町
発
展
に
寄
与
し
て
参
る
こ
と

を
お
約
束
申
し
上
げ
ま
す
。

　

議
会
と
町
民
の
信
頼
関
係
を
し
っ
か
り
と

築
き
、
議
会
は
町
執
行
部
と
対
等
の
独
立
性

を
堅
持
し
な
が
ら
、
伊
仙
町
の
更
な
る
発
展

と
町
民
の
皆
様
の
益
々
の
ご
多
幸
と
ご
活
躍

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
議
長
就
任
の
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
30
年
３
月
吉
日

　
　
　
　
　
　
　

伊
仙
町
議
会
議
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

美
島　

盛
秀

第 １ 次 伊 仙 町 議 会 構 成
議 長 美 島 盛 秀

総務文教常任委員会

委 員 長 岡　林　剛　也

副委員長 前　　　徹　志

委 員 美　島　盛　秀

委 員 樺　山　　　一

委 員 永　田　　　誠

委 員 清　　　平　二

委 員 牧　本　和　英

議 会 運 営 委 員 会 委員長：上木　千恵造　副委員長：前　徹志　委員：福留　達也・牧　徳久・岡林　剛也（定数５名）

徳 之 島 地 区 消 防 組 合 議 員 明石　秀雄・永田　誠・杉山　肇

徳之島地区介護保険組合議員 前　徹志・西　彦二・牧本　和英

徳之島愛ランド広域連合組合議員 樺山　一・清　平二・佐田　元

議 会 選 出 監 査 員 清　平二

徳之島三カ町議会議員連絡協議会役員 美島　盛秀・福留　達也・岡林　剛也・牧　徳久

議 会 広 報 委 員 委員長：前　徹志　副委員長：杉山　肇　委員：福留　達也・上木　千恵造・佐田　元（定数５名）

経済建設常任委員会

委 員 長 牧　　　徳　久

副委員長 上　木　千恵造

委 員 明　石　秀　雄

委 員 福　留　達　也

委 員 佐　田　　　元

委 員 西　　　彦　二

委 員 杉　山　　　肇

生活環境常任委員会

委 員 長 清　　　平　二

副委員長 佐　田　　　元

委 員 美　島　盛　秀

委 員 福　留　達　也

委 員 西　　　彦　二

委 員 牧　本　和　英

委 員 杉　山　　　肇

副 議 長 福 留　達 也

議員定数：１４名
現議員数：１４名任期（平成 30 年２月3日～３4 年２月２日）　※委員会構成第１次　平成 30 年２月３日～平成３2 年２月２日まで



議 会 だ よ り  い せ ん （ 3 ）

新議員からのご挨拶

　農家の皆様方におかれましては、農繁期で大変お忙しい毎日をお過ごしの事と思います。今回の町議選では、農
家の皆様方に暖かいご支援を賜り町議会議員の一員として、仕事をさせて頂く事となりました。
　私は、農家目線に立ち「農業振興」を通して、潤いと活力のある「まちづくり」を第一に考えております。徳之島の
基幹作物である、さとうきびの収穫後の株出し管理作業の問題や、病害虫の早期駆除対策の推進で、単収アップ
を図ってまいります。また、畜産につきましては、昨年、鹿児島黒牛が「日本一」という素晴らしい快挙を成し遂げま
した。子牛が高値取引され、畜産農家の皆様には、大変喜ばしい事となりました。今後の課題としては、優良素牛の
導入の推進。高品質で低コストの粗飼料の確保や様々な問題への対策等に取り組んでまいります。
　園芸では、単収アップにつながる土壌づくり対策。また、商品の価格安定推進への取り組み等。農業で豊かに暮
らし、次世代まで夢の持てる未来あるものにするため、伊仙町全体で団結し、地域の商工業と町民の生活が密に
つながり、共に活力を生める仕組みづくりなど、新たな創意工夫で取り組んでいきたいと考えております。
　まだ始まったばかりの議員活動ですが、伊仙町発展のため精一杯頑張ってまいりますので、ご指導ご鞭撻を宜し
くお願いいたします。

　町民の皆様におかれましては、お忙しい毎日をお過ごしのことと存じます。
　この度、伊仙町議会議員として、町政に参加させて頂く事となりました。
　伊仙町発展の為、町民の皆様との「絆」を深め、町民の皆様の声、地域住民の声を町政に届けて行きたいと思い
ます。
　今、伊仙町には様々な問題が山積していると思います。この山積された課題を解決していくためには、私たち議
会議員一人一人が、積極的な議論を交わし、問題解決に向けて「誠心誠意」取り組み、信頼される伊仙町議会にし
たいと思います。
　住みよい伊仙町、夢あるまちづくりを目指して、一生懸命頑張って参りますので、町民の皆様方のご指導ご鞭撻
を宜しくお願い申し上げます。

　この度の伊仙町議会議員選挙におかれましては、絶大なるご支持を頂き、誠にありがとうございます。
　この紙面をお借りしまして、お礼を申し上げます。
　「子や孫に誇れるまちづくり」を志し、頑張ってまいります。
　幼児教育、義務教育、農業振興等、伊仙町においては様々な問題が山積しています。
　３５年間の行政経験を生かし、町民の声を届ける議員として、また行政と住民が一体となり、「融和と希望の持
てるまち」、「誇りある伊仙町づくり」に向け頑張ります。
　今後とも、皆様方のご指導、ご鞭撻を賜りますようよろしくお願い申し上げます。

　町民に皆様方におかれましては、お健やかに新年をお迎えのことと、心よりお慶び申し上げます。
　平成30年１月に執行されました、伊仙町議会議員の改選に伴い、町民の皆様に暖かいご支援を賜り、伊仙町議
会議員の一員として仕事をさせていただく事となりました。皆様からのご期待に応える事が出来ますよう、私に課
せられた責任をしっかりと果していきたいと思います。
　地方創生、少子高齢化による人口減少克服に向けた対策の一つでもあります、地域における若者の活躍促進、
若い世代の政治参画に重点を置き、これからの社会を支える若者が、安心して“働き”安心して“結婚”し、そして安
心して“子育て”ができる環境づくりに全力で取り組み、最大の努力を尽くしていきたいと思っております。
　最後に、この１年が町民の皆様にとりまして、平穏な中にも、笑顔が溢れる年でありますように、ご祈念申し上げ念
頭のご挨拶といたします。

　今回の、町議会議員選挙におきまして、選出していただき誠にありがとうございます。
　この度、重責を担う事となり、身の引き締まる思いと共に、責任の重大さを感じている次第でございます。
　私の原点は「農業」であり、町民の皆様には日頃からお世話になっております。
　今後も生産現場の声に耳を傾け、信頼を築き上げ、農業振興、農業技術、農業所得の向上、若い担い手の育成
は、避けては通れない事と思っております。この様な状況下で、多様化する町民のニーズに的確に応え、農政の在り
方を見直す時だと感じています。
　農業関係者の意識と納得感を高めなければ、生産現場では実を結べませんし、町民の皆様の信頼と協力なくし
ては前に進むことは出来ません。
　私は、７人の子宝に恵まれ、毎日子育てに奮闘しておりますが、次世代に向け「農業振興」の責務を肩に、しっかり
と歩んで参る所存でございますので、町民の皆様のより一層のご支援を賜りますようお願い申し上げます。

牧本　和英議員

杉山　肇議員

西　彦二議員

佐田　元議員

清　平二議員
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平成２９年 第４回 伊仙町議会定例会 全議案
（１２月１２日～１４日 ３日間）

議 案 番 号 議　　　　案　　　　件　　　　名 備 　 考

承認第12号 平成２９年度伊仙町一般会計補正予算（第６号）の専決処分の承認 可 　 決

議案第45号 伊仙町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第46号 伊仙町水道給水条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第47号 平成２９年度伊仙町一般会計補正予算（第７号） 原案可決

議案第48号 平成２９年度伊仙町国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 原案可決

議案第49号 平成２９年度伊仙町介護保険特別会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第50号 平成２９年度伊仙町簡易水道特別会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第51号 平成２９年度上水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決

陳情第6号 「高レベル放射性廃棄物等の持ち込みを拒否する決議」の採択を求める陳情 採 　 択

発議第１号 高レベル放射性廃棄物等の持ち込みを拒否する決議 採 　 択

以下余白

次回の定例会は３月です！！
　次回の定例会（第１回）は３月６日（火）からを予定しています。
　ネット配信も行なっておりますが、ぜひ、生の議会を傍聴してみませんか。
　手続きは簡単で、議会の当日に傍聴席入り口の受付名簿に、住所、氏名を記入して
いただくだけです。
　詳しくは議会事務局までお問い合わせください。

電話番号８６－３１１１（内線１６番）
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今
後
も
県
へ
要
望

し
て
い
く（

町
長
）
抜
本

的
な
対
策
と

し
て
、
今
後
も
面
縄

集
落
や
面
縄
小
学
校

と
連
携
し
、
今
後
と

も
県
の
方
へ
要
望
し

て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

（
建
設
課
長
）
県
徳

之
島
事
務
所
建
設
課
と
徳
之
島

警
察
署
と
協
議
し
て
お
り
、
12
月

15
日
に
現
場
立
ち
会
い
を
行
い
、

区
画
線
を
引
く
予
定
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
道
路
改
良
工
事

に
つ
い
て
は
、
通
学
路
と
い
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
関
係
機
関

と
連
携
し
要
望
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

面
縄
橋
は
幅
員
が
狭
く
、

子
ど
も
た
ち
が
橋
を
渡
る

と
き
に
危
険
だ
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
て
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
か
ら

も
色
々
な
声
が
聞
か
れ
ま
す
。
面

縄
橋
北
側
に
は
歩
道
が
あ
り
ま

面
縄
港
入
り
口
県
道
改
良
工

事
に
つ
い
て

県
道
面
縄
港
入
り
口
は
、

横
断
歩
道
が
な
く
、
道
路

を
渡
る
の
に
大
変
危
険
を
感
じ
て

い
ま
す
。
徳
之
島
警
察
署
に
よ
る

道
路
診
断
に
お
い
て
、
担
当
者
よ

り
、
こ
こ
で
は
３
度
の
交
通
事
故

が
発
生
し
て
い
る
危
険
な
箇
所
と

指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
面

縄
橋
南
側
に
も
歩
道
橋
を
設
置

で
き
な
い
か
。
ま
た
抜
本
的
な
安

全
対
策
と
し
て
早
期
の
県
道
改
良

工
事
を
県
へ
要
望
す
る
考
え
は
な

い
か
伺
い
ま
す
。

す
が
、
急
カ
ー
ブ
、
急
勾
配
で
あ

る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
道
路
を
横

断
す
る
こ
と
が
結
局
危
険
を
感

じ
る
と
。
そ
う
い
う
こ
と
で
、
道

路
改
良
を
し
、
き
ち
っ
と
道
路
幅

員
を
広
げ
子
ど
も
た
ち
に
危
険
が

及
ば
な
い
よ
う
に
是
非
道
路
改
修

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

が
、
通
学
路
で
も
あ
る
と
い
う
こ

と
で
、
面
縄
中
学
校
か
ら
検
福
の

郵
便
局
前
ま
で
、
ま
ず
地
籍
調
査

な
ど
の
調
査
を
入
れ
、
そ
の
後
に

道
路
改
良
を
入
れ
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。（

耕
地
課
長
）
平
成
29
年

度
内
に
、
東
面
縄
地
区
の

一
帯
が
地
籍
調
査
の
予
定
に
入
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
踏
ま

え
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

小
・
中
学
生
の
通
学
路
と

し
て
毎
日
使
っ
て
い
る
わ

け
で
あ
り
ま
す
し
、
事
故
を
起
こ

し
て
か
ら
で
は
ど
う
し
よ
う
も

あ
り
ま
せ
ん
。
事
故
が
起
き
る
前

に
、
そ
う
い
う
道
路
の
管
理
を
対

応
で
き
る
よ
う
、
地
籍
調
査
も
予

定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

り
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
踏
ま
え
、

県
の
ほ
う
に
道
路
改
修
、
道
路
拡

張
工
事
の
要
望
を
是
非
お
願
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
建
設
課
長
）
そ
の
よ
う

に
、
今
後
要
望
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

美山　保議員 一
般
質
問

平
成
29
年

第
4
回
定
例
会

世
界
自
然
遺
産
登
録
を
見
据

え
た
各
種
取
り
組
み
に
つ
い

て

10
月
に
ユ
ネ
ス
コ
に
よ
る

最
終
調
査
が
行
わ
れ
、
来

夏
に
も
世
界
自
然
遺
産
登
録
が

現
実
味
を
帯
び
、
そ
れ
に
向
け

て
、
野
ネ
コ
対
策
、
外
来
植
物
対

策
、
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
の
養

成
、
ご
み
等
の
不
法
投
棄
対
策
、

面縄橋

住
民
へ
の
普
及
啓
発

活
動
な
ど
の
取
り
組

み
が
行
わ
れ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
が
、
現

状
と
課
題
を
伺
う
。

あ
ら
ゆ
る
団
体
と

連
携
し
対
応

（
き
ゅ
ら
ま
ち
観
光

課
長
）
喫
緊
の
課
題
で
も

あ
る
野
ネ
コ
対
策
は
、
環

境
省
と
徳
之
島
３
町
ネ
コ
対
策
協

議
会
な
ど
が
連
携
し
、
山
中
か
ら

の
野
ネ
コ
の
排
除
や
、
野
良
ネ
コ

の
避
妊
・
去
勢
手
術
等
を
実
施
。

ま
た
、
徳
之
島
自
然
保
護
協
議
会

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
徳
之
島
虹
の
会
が

中
心
と
な
り
、
希
少
野
生
植
物
の

分
布
調
査
や
、
そ
の
盗
掘
、
盗
採

防
止
を
目
的
と
し
た
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
。
各
種
団
体
や
住
民
を
巻

福留　達也議員

問

答

問

答問

答

問 答
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エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
の
養
成

に
つ
い
て徳

之
島
の
自
然
の
多
様
性

や
岩
石
の
分
布
状
況
、
伝

統
文
化
な
ど
、
島
の
こ
と
を
き
め

細
か
く
説
明
で
き
る
の
は
、
エ
コ

ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
連
絡
協
議
会
と
い

う
こ
と
だ
が
、
こ
こ
に
は
予
算
的

な
対
応
が
な
く
、
全
然
機
能
し
て

い
な
い
と
聞
か
れ
ま
す
。
そ
れ
に

つ
い
て
ど
う
か
伺
う
。

（
未
来
創
生
課
長
）
現

在
、
奄
振
予
算
の
中
で
エ

コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
の
養
成
も
行
っ

て
い
ま
し
て
、
歴
史
、
文
化
に
関

す
る
特
別
通
訳
士
と
い
う
形
で
、

昨
年
は
英
語
版
で
島
内
10
名
、
町

内
に
２
名
の
案
内
士
を
養
成
し
ま

し
た
。
今
年
に
関
し
て
は
、
島
内

で
３
名
、
町
内
で
１
名
の
方
が
英

語
と
中
国
語
に
関
し
て
受
講
中
で

あ
り
ま
す
。
こ
の
方
た
ち
は
、
環

境
省
の
Ｈ
Ｐ
に
、
案
内
士
と
し
て

登
録
さ
れ
て
お
り
、
旅
行
業
者
や

利
用
者
に
対
し
て
ガ
イ
ド
を
す
る

と
い
う
形
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
た
ち

に
は
、
町
内
で
の
需
要
も
高
ま
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
の
で
、
町

内
で
の
観
光
や
民
泊
に
つ
い
て
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
も
お
願
い
で
き

る
よ
う
に
、
今
後
、
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

き
込
ん
だ
一
斉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。
飼
い
猫

の
適
正
な
飼
養
に
関
す
る
条
例
や

希
少
動
植
物
保
護
に
関
す
る
条

例
等
を
策
定
し
た
こ
と
や
、
国
立

公
園
指
定
記
念
式
典
を
初
め
と

す
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
も
実
施
し
、

地
域
住
民
へ
の
普
及
活
動
、
意
識

醸
成
に
も
寄
与
し
て
き
た
と
思
い

ま
す
。
課
題
と
し
て
、
今
後
増
大

が
予
測
さ
れ
る
観
光
客
の
大
幅
な

増
加
に
よ
り
、
自
然
資
源
の
価
値

を
損
な
う
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
る

と
こ
ろ
で
す
。

（
町
長
）
現
在
、
３
町
で
奄
振
の

非
公
共
の
ソ
フ
ト
事
業
の
中
で
予

算
獲
得
を
要
望
し
て
い
る
状
況
で

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
３

町
が
一
体
と
な
っ
て
、
こ
の
こ
と

を
推
進
し
て
い
く
よ
う
全
力
で
取

組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

地
方
創
生
事
業
の
取
り
組

み
の
中
で
、
定
住
促
進
や

住
宅
政
策
、
新
規
就
農
者
に
対
す

る
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
立
等

を
行
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
今

後
、
増
え
て
く
る
と
思
わ
れ
る
観

光
客
に
対
応
で
き
る
よ
う
エ
コ
ツ

ア
ー
ガ
イ
ド
の
養
成
を
島
内
に
住

む
人
達
や
Ｕ
タ
ー
ン
者
な
ど
を
育

成
し
、
活
用
し
て
は
ど
う
か
。
ま

た
、
公
民
館
講
座
等
で
ガ
イ
ド
の

養
成
を
行
う
と
い
う
の
は
考
え
ら

れ
な
い
か
問
う
。

（
社
会
教
育
課
長
）
来
年

度
以
降
、
公
民
館
運
営
審

議
会
等
を
含
め
、
そ
の
よ
う
な
講

座
を
入
れ
る
形
で
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ

い
て

平
成
28
年
度
か
ら
始
ま
っ

た
事
業
で
あ
る
が
、
現
状

は
ど
う
か
。
ま
た
、
当
初
予
定
し

て
い
た
と
お
り
学
習
支
援
セ
ン

タ
ー
建
設
を
進
め
て
い
く
の
か
問

う
。

（
未
来
創
生
課
長
）
今
年

度
は
、
12
月
11
日
現
在
、

企
業
よ
り
３
７
０
万
円
の
寄
附
金

を
い
た
だ
い
て
い
る
状
況
で
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
今
現
在
、
地
方
創

生
事
業
で
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

（
総
務
省
１
０
０
％
補
助
）
を
進

め
て
い
る
中
で
、
た
く
さ
ん
の
メ

デ
ィ
ア
、
企
業
、
大
学
等
が
来
町

し
て
い
ま
し
て
、
そ
の
中
で
、
伊

仙
町
の
雇
用
を
生
み
出
し
な
が

ら
、
伊
仙
町
に
企
業
も
起
こ
し
た

い
と
い
う
方
々
が
出
て
き
て
い
ま

す
。
当
初
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
の
寄
附
金
で
学
習
支
援
セ
ン

タ
ー
を
と
い
う
名
の
も
と
に
進
め

た
計
画
で
あ
り
ま
す
が
、
今
そ
れ

が
逆
に
そ
う
い
っ
た
企
業
が
現
わ

れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
可
能
に

な
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

町
長
選
挙
を
振
り
返
っ
て

期
日
前
投
票
の
混
雑
や
白

熱
し
た
選
挙
戦
を
振
り
返

り
、
何
か
思
う
こ
と
は
あ
る
か
。

町
民
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
政
策

へ

（
町
長
）
今
回
の
期
日
前

投
票
に
関
し
て
、
高
齢
者

の
方
々
、
自
分
の
意
思
表
示
が
で

き
な
い
方
々
が
寒
い
中
、
ず
っ
と

待
機
し
て
い
た
こ
と
、
こ
れ
は
本

当
に
い
た
た
ま
れ
な
い
状
況
を
生

ん
で
し
ま
っ
た
と
い
う
ふ
う
に
、

私
自
身
、
選
管
も
含
め
大
い
に
反

省
す
べ
き
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
た
く
さ
ん
の
方
々
が
選
挙

に
か
な
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
費
や

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
状

況
で
、
そ
の
こ
と
が
過
熱
す
る
と

い
う
こ
と
は
過
去
に
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
が
伊
仙
町
民
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
な
の
か
、
町
民
性
な
の
か
、

そ
の
こ
と
が
本
当
に
こ
の
町
を
素

晴
ら
し
い
町
に
し
て
い
く
と
い
う

ふ
う
に
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
良

い
方
向
に
結
び
つ
け
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
近

年
、
全
国
各
地
で
若
者
や
高
校

生
が
町
を
動
か
し
て
き
た
と
い
う

報
告
も
出
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
若
者
も
含
め
、
本
当
に
ど

う
し
た
ら
豊
か
な
島
が
で
き
て
い

け
る
か
。
と
い
う
よ
う
な
政
策
論

議
を
中
心
と
し
た
選
挙
で
あ
れ

ば
、
も
の
す
ご
い
政
策
が
で
き
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

問答

問答 答

答 問

問

現地調査にて小原海岸の説明
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町
長
選
挙
に
お
け
る
公
職
選

挙
法
違
反
事
件
に
つ
い
て

10
月
22
日
に
執
行
さ
れ
た

町
長
選
挙
に
お
い
て
、
現

職
派
の
男
性
運
動
員
が
公
職
選

挙
法
事
前
運
動
買
収
申
込
み
の

容
疑
で
逮
捕
さ
れ
た
と
い
う
記
事

が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
事

件
は
、
大
久
保
町
長
派
の
組
織
的

な
買
収
計
画
で
は
な
か
っ
た
か
伺

う
。

（
町
長
）
こ
の
こ
と
は
、

全
く
寝
耳
に
水
の
話
で
ご

ざ
い
ま
す
。
１
年
前
に
出
馬
表
明

い
た
し
て
か
ら
、
多
く
の
町
民
と

語
り
合
う
機
会
が
、
過
去
に
な

か
っ
た
ほ
ど
あ
り
ま
し
た
。
そ
し

て
町
民
の
声
を
聞
く
度
に
、
色
ん

な
反
省
す
べ
き
点
も
あ
り
、
ま
た

は
政
策
が
評
価
さ
れ
る
こ
と
も
あ

り
、
私
は
こ
れ
か
ら
も
も
っ
と
伊

仙
町
発
展
の
可
能
性

を
全
力
で
全
町
民
と

や
っ
て
い
く
と
い
う

こ
と
を
、
改
め
て
確

信
し
た
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

私
も
政
治
活

動
を
し
な
が

ら
、
町
民
と
の
い
ろ

ん
な
意
見
交
換
を
し

て
い
る
わ
け
な
ん
で

す
が
、
都
会
か
ら
Ｕ

タ
ー
ン
し
て
き
た
80
歳
前
後
の
高

齢
者
夫
婦
と
話
を
す
る
機
会
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
最
終
的
に

言
っ
た
の
が
、
あ
る
業
者
が
買
収

に
来
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
氷

山
の
一
角
と
言
い
ま
し
た
が
、
10

軒
回
れ
ば
９
軒
が
そ
の
買
収
の
話

で
す
。
こ
れ
だ
け
の
話
が
こ
の
小

さ
な
伊
仙
町
で
広
が
る
と
い
う
こ

と
は
、
組
織
的
な
買
収
計
画
だ
っ

た
と
思
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
今

一
度
、
ど
う
受
け
と
め
て
い
る
の

か
を
伺
う
。

（
町
長
）
買
収
が
あ
る
か

な
い
か
、
そ
の
実
態
に
つ

い
て
は
、
私
は
分
か
り
ま
せ
ん
。

た
だ
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
行
わ

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
大
変
残

念
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
伊
仙

町
は
あ
ら
ゆ
る
選
挙
で
昔
か
ら
、

政
争
の
町
と
言
わ
れ
続
け
て
ま

い
り
ま
し
た
。
政
争
か
ら
政
策
の

町
と
い
う
こ
と
で
、
私
は
、
そ
の

よ
う
な
こ
と
が
実
現
し
つ
つ
あ
る

と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
。
今
回
の

選
挙
戦
も
よ
く
よ
く
考
え
て
み

る
と
、
昔
に
戻
そ
う
と
い
う
、
そ

う
い
う
動
き
が
あ
っ
た
よ
う
な
気

が
い
た
し
ま
す
。
そ
れ
に
、
昔
に

戻
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
強
い

気
持
ち
で
私
は
今
回
の
選
挙
戦
、

ず
っ
と
町
民
の
声
を
聞
い
て
ま
い

り
ま
し
た
。
本
当
に
今
、
そ
の
こ

と
を
も
っ
と
も
っ
と
、
全
町
民
と

話
し
合
い
を
し
て
進
め
て
い
く
の

が
私
の
責
務
だ
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

11
月
23
日
付
の
新
聞
に
、

伊
仙
町
長
選
公
選
法
違
反

事
件
で
、
継
続
捜
査
へ
の
意
欲
、

と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
も
捜
査
を
す
る
と
い
う

こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
今

後
、
こ
の
よ
う
な
問
題
等
が
出
て

き
た
時
の
責
任
を
町
長
は
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
問
う
。

（
町
長
）
こ
れ
は
、
私
の

思
い
と
は
全
く
別
の
状
況

の
中
で
い
ろ
ん
な
事
件
が
起
き
て

い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
の
で
、
そ

の
こ
と
に
関
し
て
私
か
ら
は
、
そ

の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
な
い
よ
う

に
願
う
だ
け
で
あ
り
ま
す
。

問

南
日
本
新
聞
（
11
月
２
日

付
）
伊
仙
町
長
選
買
収
、

公
然
の
秘
密
と
の
記
事
に
つ
い

て
、
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の

町
長
の
意
識
改
革
、
こ
れ
か
ら
の

伊
仙
町
の
発
展
の
た
め
に
は
、
い

ろ
い
ろ
と
改
善
、
指
導
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
現

在
取
り
組
ん
で
い
る
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
事

業
、
地
方
創
生
事
業
等
に
も
影
響

し
か
ね
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
同
じ
こ
と
の
繰
り
返
し
の
な

い
よ
う
な
政
策
を
打
ち
出
す
、
そ

れ
が
今
、
伊
仙
町
に
と
っ
て
は
一

番
大
事
な
政
策
だ
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
て

ど
う
考
え
ら
れ
る
か
問
う
。

（
町
長
）
こ
の
よ
う
な
記

事
が
出
た
こ
と
は
、
本
当

に
残
念
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
こ
と
を
払
拭
す
る
た

め
の
政
策
が
最
も
重
要
で
あ
る

と
、
美
島
議
員
が
申
し
ま
し
た
。

そ
の
為
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か

と
い
う
こ
と
を
、
私
も
し
っ
か
り

考
え
、
い
ろ
ん
な
状
況
を
も
っ
と

精
査
し
、
情
報
を
集
め
な
が
ら
、

そ
の
よ
う
な
こ
と
を
防
げ
る
か
を

や
っ
て
い
く
と
。
そ
の
こ
と
が
最

大
の
政
策
で
は
な
い
か
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

答

問答

問答

美島　盛秀議員

教
育
面
の
さ
ら
な
る
充
実
を

今
回
は
、
初
め
て
高
校
生

が
投
票
し
た
選
挙
で
あ
っ

た
が
、
大
人
社
会
は
こ
ん
な
も
の

か
、
と
思
わ
れ
た
ら
、
伊
仙
町
は

未
来
永
劫
に
よ
く
な
ら
な
い
。
今

後
、
教
育
面
か
ら
の
指
導
の
あ
り

方
等
が
問
わ
れ
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て

い
る
の
か
問
う
。

（
教
育
長
）
今
後
の
、
小

中
学
校
、
特
に
中
学
校
に

お
い
て
、
選
挙
制
度
の
仕
組
み

や
、
公
正
公
平
な
選
挙
に
つ
い
て

の
指
導
の
充
実
を
通
し
て
、
高
等

学
校
と
の
円
滑
な
接
続
が
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

（
町
長
）
子
ど
も
た
ち
が
、
そ
の

こ
と
で
本
当
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受

け
て
、
将
来
伊
仙
町
に
は
帰
ら

な
い
、
な
ど
と
い
う
こ
と
に
な
れ

ば
、
元
も
子
も
な
い
わ
け
で
あ
り

ま
す
の
で
、
あ
ら
ゆ
る
方
面
か
ら

教
育
力
推
進
に
は
力
を
か
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
し
、
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
を
含
め
、
ふ
る
さ

と
納
税
も
伊
仙
町
は
や
っ
と
３
～

４
０
０
０
万
円
程
度
に
伸
び
て
ま

い
り
ま
し
た
の
で
、
今
後
、
教
育

面
を
中
心
と
し
た
こ
と
に
活
用
で

き
た
ら
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

答

問

問答



議 会 だ よ り  い せ ん （ 8 ）

※　掲載されている行事以外にも、各種協議会及び集落行事等にも出席しておりますが、予めご了承下さい。

議会の動き

編
集
後
記

委
員
長
　
前
　
　
　
徹
志

副
委
員
長
　
杉
山
　
　
　
肇

委
　
　
員
　
福
留
　
　
達
也

委
　
　
員
　
上
木
　
千
恵
造

委
　
　
員
　
佐
田
　
　
　
元

議
会
広
報
編
集
委
員
会

　

町
民
の
皆
様
、
毎
日
の
お
仕
事
お
疲
れ
様
で
ご
ざ
い

ま
す
。
ま
た
、
農
家
の
皆
様
に
お
き
ま
し
て
は
、
農
繁

期
真
っ
只
中
で
、
さ
と
う
き
び
や
バ
レ
イ
シ
ョ
の
収
穫

等
、
猫
の
手
も
借
り
た
い
ほ
ど
、
ご
多
忙
の
事
と
拝
察

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
ど
も
伊
仙
町
議
会
に
お
き
ま
し
て
も
、
１

月
に
行
わ
れ
た
町
議
会
議
員
選
挙
に
て
14
名
の
議
員
が

誕
生
し
、
新
た
な
議
会
構
成
の
も
と
今
後
も
活
発
な
議

論
を
行
い
、
町
政
発
展
の
た
め
、
努
力
し
て
参
る
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
た
ち
広
報
編
集
委
員
も
新
メ
ン
バ
ー
で
ス
タ
ー
ト

致
し
ま
し
た
。
年
齢
や
社
会
経
験
、
議
員
在
職
年
数
も

ま
っ
た
く
異
な
る
５
名
の
委
員
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
味

や
感
性
を
生
か
し
町
民
の
皆
様
に
よ
り
分
か
り
や
す

く
、
親
し
み
や
す
い
「
議
会
だ
よ
り
」
を
目
指
し
て
紙

面
構
成
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
町
民
の
皆
様
の
ご
多
幸
と
、
伊
仙
町
の
発

展
を
願
う
「
志
」
は
、
14
名
の
議
員
全
員
が
抱
い
て
お

り
、
議
会
一
丸
と
な
っ
て
邁
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
議
会
に
対
す
る
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
編
集
後
記
と
い
た
し
ま

す
。

（
文
責　

前　

徹
志
）

平成２９年第４回伊仙町議会定例会における諸般の報告（議長の動静）
動静機関：平成２９年第３回定例会（９月２２日）以降の分

月 日 行　事　名 場　所

10月 5日 町営住宅（東伊仙西団地）地鎮祭 現地

8日 伊仙町町民体育祭 義名山運動公園

10日 徳之島用水事業完工式典来島者
歓迎会

グランド
オーシャン

11日 徳之島用水事業完工式典・祝賀会 天城町

13日 町営住宅（東伊仙東団地）地鎮祭 現地

17日 営農技術経営研修会 農協会館

19日 にっぽん丸歓迎セレモニー 平土野港

27日 10月全員協議会 委員会室

11月 3日 産業文化祭 義名山体育館

8日 県議会環境衛生委員会意見交換会 中央公民館

11日 犬田布中70周年記念式典 犬田布中

12日 町駅伝大会 町内

月 日 行　事　名 場　所

13日 県後期高齢者医療広域連合議会 鹿児島市

15日 １１月全員協議会 委員会室

18日 第３回ゆめ、ときめき徳之島地区い
きいきねんりんピックスポーツ大会 義名山体育館

21日 離島振興市町村議会議長会全国
大会 東京

22日 町村議会議長会全国大会 東京

24日 奄美群島広域事務組合議会 喜界町

26日 文化講演会 天城町

28日 奄振予算要望活動・ティダネシア
交流会 東京

12月 1日 定住促進住宅小島団地地鎮祭 現地

7日 議会運営委員会 委員会室

12日 平成２９年第４回定例会 議事堂

広
報
編
集
委
員
も

新
メ
ン
バ
ー
で
ス
タ
ー
ト

　
町
民
及
び
読
者
の
皆
様
に
、
読

み
や
す
く
、
分
か
り
や
す
い
「
議
会

だ
よ
り
」
づ
く
り
を
心
が
け
て
い
き

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

第１回　広報編集委員会の様子


